
 

 

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

熊野市社協 飛鳥事業所 

令和 3 年 2 月 

イメージキャラクター「ひなた」 

デイサービス、ヘルパー、ケアマネジャーの職員総

出で、2 ヶ月に 1 度行っている恒例の「ひなたいむ」

という行事を行いました。 

今回のテーマは「節分」です。利用者さんといっし

ょに鬼の面と豆マスを作り、無病息災とコロナ終息

を願って豆をまき、疫病神の鬼を退散させました。 

 又、おやつタイムでは南南東に向かって、ロールケ

ーキの丸かぶりを行い、おいしく頂きました。 

 そして午後のレクリエーションは玉入れゲームと

〝もちほり〟ではなく〝お菓子ほり〟を行い、1 日

を皆で楽しく、にぎやかに過ごしました。 

職員総出で〝ひなたいむ〟 

昨年から続く新型コロナ感染症によりテレビでは毎日

情報が流れ、生活には制限があり、いつもと違う暮らしが

長く続いています。家族と離れて暮らす利用者さんの中に

は一年以上会えていない方もおり、寂しい思いをされてい

ます。又、ご家族の方は様子が見えず心配されていること

と思います。 

 当事業所では、感染対策を設けながら、デイサービス利

用の方には楽しい 1 日を過ごしていただき、ヘルパー、ケ

アマネは自宅を訪問し、安心して暮らしていけるようお手

伝いさせて頂いております。 

「青鬼」 

じょうずに 

できたぞ！ 



                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     
 

 

今年の冬の寒さは厳しく飛鳥では雪の降る日もありましたが、この冬はインフルエンザが

流行することはなく、又この地域にコロナが発生することもなく、穏やかに過ごしておりま

す。 

 事業所では利用者さんも職員も、デイサービスで、利用者さん宅で、日頃から以下のよう

な対策をとり、感染拡大防止に努めております。 

・サービス提供前の検温、体調の確認                   

・手洗い、うがいの励行                   

・アルコールで手指消毒 

・部屋の換気と消毒 

・デイサービス玄関での除菌マット使用 

・デイサービステーブルへのクリアパネル設置 

・加湿器にて湿度調整 

・職員はマスクを着用 

 一日も早くコロナが終息し、平穏な日々となることを願います。 

」 

「お菓子ほり」 

これ私のよ～！ 

「鬼退治」 

やっつけたぞー！ 

感染対策 
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南南東はこっちかしら 

足の痛いのが治りますま

すように！ 


